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「県土利用のモニタリング制度」・

「計画評価制度」のねらい

・このため、計画の進捗状況を定期的に点検・評価し、必要
に応じて改善・見直しを図るため、県土利用の状況に関する、
県民にとってわかりやすい客観的なデータを定期的・継続
的に調査・把握していく。
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・本制度は、県土が県民のための限られた資源であること
に鑑み、経済社会状況の変化や土地利用上の課題に対応
した県土利用による、本県の持続可能な発展を促し、もって
千葉県国土利用計画の実現に資する。



制度実施の内容
【実施概要】
１ 現状と課題、施策の方向性の設定
モニタリングの対象について、千葉県国土
利用計画の「県土利用の目的に応じた区分
に係る基本的な方向」から、現状と課題、
施策の方向性を設定する。

２ 解決策の設定
施策の方向性について、千葉県国土利用
計画の「計画を実現するための措置」から
解決策を設定する。

３ 解決策のモニタリング
解決策を検証するための指標を設定し、
これをモニターする。

４ 計画評価
解決策の検証等を行い、施策の方向性の
達成状況等を評価する。この評価を踏まえて
改善策や次期計画の検討を行う。

【モニタリングの対象】
１ 県土の主要な利用目的に応じた区分
①農用地
②森林
③水面・河川・水路、原野
④道路
⑤宅地（住宅地・工業用地・その他宅地）
⑥その他（公園緑地（都市公園）、

レク施設（ゴルフ場）等）
（「市街地」については「宅地」の中で検討を行う。）

２ 県土の利用目的に応じた区分横断的な課題
・持続可能なまちづくり
・廃棄物の適正処理
・建設発生土の有効利用等
・山砂採取跡地等の森林回復等
（適宜、県土の利用目的に応じた区分の中で検討を
行う。）
例：持続可能なまちづくり（集約型まちづくり）

→「宅地」の中で検討
例：山砂採取跡地等の森林回復

→「森林」の中で検討 2



モニタリング・計画評価制度の流れ
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制度の検討スケジュール
千葉県国土利用計画地方審議会（調査検討部会）の委員の方々から専門的な助言、
指導をいただきながら、どのようなデータが有効か、得られたデータをどう評価につなげ
ていくのか等について、平成２１年度中を目途に決定していきたい。
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